
第６学年 外国語科学習指導案 

 

  

 

 

 

１ 単元(題材)名 Lesson4 Welcome to Japan 

 

２ 単元の目標 

   日本のことを紹介する言い方を理解し，聞き手を意識しながら日本のことを紹介することがで

きる。 

 

３ 言語材料 

   ・Welcome to Japan. 

   ・We have ～ ( in       ). 

   ・It’s ～. 

   ・日本に関する英単語 

 

４ 単元について 

 (1) 単元の位置とねらい 

    ５年生では，Lesson9 I love my town.で自分の町紹介をしている。これまでに総合的な学習

の時間や生活科の時間で自分たちの住んでいる地域のことを学んだことを活かし，自分の町を

ALT に紹介することにより，改めて自分の町を見直すことができた。また，Lesson３ Where 

do you want to go?では，行きたい国とその理由について学習することで，その国の特色やよさ

について学ぶことができた。 

 本単元では，日本の食べ物や自然，行事，名所などについて紹介する。今回は日本全土に範囲

を広げ，日本の良さを再発見して自分の言葉で発信させたいという願いが込められている。聞き

手には海外の方を招待し，直接日本の良さを紹介することで聞き手を意識させながら発表させた

い。 

 

  (2) 児童の実態 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語科学習についてのアンケート調査 

令和 4年 9月（32人）実施 

A:そう思う B:やや思う C:あまり思わない D:思わない A B C D 

① あなたは英語が好きですか。 8人 16人 7人 1人 

② 英語で聞いたり話したりする活動は好きですか。 6人 14人 10人 2人 

③ あなたは英語の文字を読んだり書いたりする活動は好

きですか。 

8人 11人 10人 3人 

④ 外国のことをもっと知りたいですか。 13人 15人 4人 0人 

⑤ 日本のことを外国の人に知ってもらいたいですか。 15人 14人 3人 0人 

⑥ 習った英語を使って，外国の人と話してみたいですか。 8人 14人 6人 4人 

⑦ 英語の授業の中で好きな活動は何ですか。（複数回答可） 

   ・英語の歌を歌う（16人） 

   ・英語のゲーム（27人） 

   ・英語で発表（3人） 

   ・英語で動画撮影（14人） 

   ・英語でのインタビュー（2人） 

   ・英語による読み聞かせ（3人） 

   ・その他（英語の問題を解くこと）（1人） 

  

  

 

日 時     令和４月 11 月 17 日(木)５校時  

対象者              ６年い組 計 32人 

指 導 者     教  諭           島 田  美 樹 

 



 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本意識アンケートから，英語の好きな児童が全体の７割程度いることが分かる。外国のことに

興味をもち，日本のことも外国の人に知ってほしいという児童が多いことから，国際交流に関し

て関心が高いことが分かる。その一方で，英語を聞いたり話したりすることに対して抵抗がある

児童も多く，外国の方と英語で話してみることに対しても消極的である。本学級の児童は，週 2

回の外国語の授業を英語加配と一緒に学んでいる。しかし ALT は月に１・２回しか来校するこ

とができず，外国の人と交流する機会は少ない。英語でゲームをしたり歌を歌ったり英語を学ぶ

意欲はあるが，英語を使ってコミュニケーションをとることに抵抗がある児童が多い。 

以上の実態を踏まえて，本単元では聞き手に海外の方を招待し，外国の方と交流する機会を設

ける。実際に英語を使ってコミュニケーションを取りながら，相手に対して配慮を伴い，主体的

にコミュニケーションを図ろうとする態度を身に付けさせる。 

    

 (3) 学力調査における設問の要素を取り入れた授業改善に向けて  

出典：令和３年度鹿児島学習定着度調査中学校外国語科 

 

⑧ 習った英語を活かして，どんなことをしてみたいですか。  

   ・外国の人と英語で話したい。  

・外国に旅行に行きたい。  

・英語の文章を読んだり書いたりしてみたい。 

   ・通訳・ALT と会話をしてみたい。  

・外国の人に日本のいいところやおすすめの場所を教えてあげたい。 

・英語の本を読んでみたい。 

 

⑨ 英語の授業で困ったことはありますか。 

   ・発音よく話すことが出来ない。  

・うまく発表できない。  

・英語が言えるけど読めない。 

   ・書くことが難しい。  

 



 

 

本授業は，「学力調査における設問の要素を取り入れた授業改善」として，授業改善を図るこ

とを目的とした授業である。 

 具体的には，令和３年度の鹿児島学習定着度調査中学校外国語科の大問９・１０・１１から「言

語材料をコミュニケーション場面で使いこなす力を身に付けさせていない。」という課題が挙げ

られた。授業改善のポイントとしては，「既習事項を自在に使いこなせるようになるには，それ

らをコミュニケーション場面で使う経験を繰り返す必要がある。身に付けるべき表現を使う必然

性のある場面を設定した上で，誤りがあったら修正を加えながら徐々に表現の正確さを高めてい

く。」ことが挙げられている。また，大問８において，「読んだ内容について，自分の考えや気

持ちを表出することに慣れていない。」ことから，「何のために」「誰に対して」などの目的を

明確にしながら，コミュニケーション場面で英語を使う経験を繰り返す必要がある。これらのポ

イントを意識して，第６学年の Lesson 4 Welcome to Japan.を構想した。ここでは海外の方へ日

本のことを紹介するために身に付けるべき表現を使う必然性のある場面を設定した。 

単元の導入段階では，実際に外国の方を招待し日本のことを紹介することを伝える。そのため

には，どんな発表をしたらよいのか ALT にモデルを発表してもらい具体的な発表イメージを持

たせる。 

展開段階では，グループで発表させることでお互いの発表を確認させ，友達や ALTからアドバ

イスをもらい自己調整をさせる時間を設定する。そこで，これまでの既習表現を使うことができ

ないか考えさせる。発表では，グループごとに発表を聞いてもらい，実際に質疑応答をすること

で，相手を意識しながら発表させることを経験させ，コミュニケーション場面で使いこなす力を

身に付けさせたい。実際のコミュニケーションの中で，簡単な自己紹介や既習表現を使いながら

他者とのコミュニケーションを円滑に進めることの重要性に気付かせていく。 

終末段階では，来校してくれた海外の方へ簡単な英語でお礼のカードを書かせ，コミュニケー

ションをとる上で相手意識をもつことが大切であることに改めて気付かせる。 

毎時間の「振り返る」過程では，この授業の前と後でどんなところが変容したか，何ができる

ようになったか，次回の学習に生かしていきたいことは何か，などの視点を与えて振り返らせる

ことで，自らの学習を粘り強く自己調整することができるようにしたい。 

 



５ 単元の評価規準 

 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

話
す
こ
と
〔
発
表
〕 

・ 日本の食べ物や自然，行

事，名所などに関する語句，

Welcome to Japan. We 

have～(in～).It’s～.の表現

について理解している。 

 

・ 日本の食べ物や自然，行

事，名所などに関する語句，

Welcome to Japan. We 

have～(in～).It’s～.の表現

を用いて考えや気持ちを伝

える技能を身に付けてい

る。 

・ 単元のゴールを目指して，

意欲的に紹介している。 

 

・ 相手によりよく分かって

もらえるように，既習表現

を用いて考えや気持ちなど

を発表している。 

・ 単元のゴールを目指して，

意欲的に紹介しようとして

いる。 

 

・ 相手によりよく分かって

もらえるように，既習表現

を用いて，考えや気持ちな

どを発表しようとしてい

る。 

書
く
こ
と 

・ 日本の食べ物や自然，行

事，名所などに関する語句，

Welcome to Japan. We 

have～(in～).It’s～.の表現

について理解している。 

 

・ 日本の食べ物や自然，行

事，名所などに関する語句，

Welcome to Japan. We 

have～(in～).It’s～.の表現

を用いて考えや気持ちを伝

える技能を身に付けてい

る。 

・ 相手によりよく分かって

もらえるように，音声で十

分に慣れ親しんだ語句や表

現を用いて，考えや気持ち

などを書いている。 

・ 相手によりよく分かって

もらえるように，音声で十

分に慣れ親しんだ語句や表

現を用いて，考えや気持ち

などを書こうとしている。 

 

 

６ 単元指導計画（全７時間） 

 
 

時 
 

【Today’s goal】 

 

○ 主な学習内容 

評 価 

知
技 

思
判
表 

態
度 

 

評価規準（評価方法） 

１ 

【日本にはどんなよいところがあるだろうか。】 

 

○ 単元の目標を知る。「海外の人に日本のこ

とを紹介しよう。」 

○ 単元の学習の見通しを持つ。 

○ 日本の食べ物，自然，行事，名所の言い方

を理解する。  

    

２ 

【紹介したいテーマをグループで話し合おう。】 

 

○ 言語材料を使って日本のことを紹介する言

い方を理解する。 

○ We have ～. It’s ～. に慣れ親しむための

活動を行う。 

○ 各グループで紹介したいことを話し合う。 

    

本時では，記録に残す評価は行わな

いが，目標に向けて指導を行う。児

童の学習状況を記録に残さない活

動や時間においても，教師が児童の

学習状況を確認する。 

本時では，記録に残す評価は行わな

いが，目標に向けて指導を行う。児

童の学習状況を記録に残さない活

動や時間においても，教師が児童の

学習状況を確認する。 



３ 

【紹介したい内容をグループで考えよう。】 

 

○ 言語材料を使って日本のことを紹介する言

い方を練習する。 

○ We have ～. It’s ～. に慣れ親しむための

活動を行う。 

○ 紹介のために，紹介文を考える。 

 書 書 

・ 日本を紹介するため

の語彙や表現を用い

て，スピーチ原稿を作

成することができる。 

（行動観察） 

(書き込み点検） 

４ 

【発表の練習をしよう。】 

 

○ これまで学習してきた言語材料を使って，

日本のことを紹介するための練習を行う。 

発 発 発 

・ 聞く人に配慮した発

表をしている。 

（行動観察） 

(振り返りカード） 

５ 

本
時 

【日本のよさがもっと伝わるようにするために

は、どんな工夫をすればよいだろうか。】 

 

○ ALT の発表を聞き，違いに気付く。 

○ 聞き手にわかりやすく伝えるための工夫を

考える。（自己調整） 

○ グループでお互いの発表を確認し合い，よ

りよい発表にするためにどんな工夫をすると

よいか助言し合う。 

発 

書 
発 発 

・ 聞き手に分かりやす

く伝える工夫に気付く

ことができる。 

（行動観察） 

(振り返りカード） 

・ ワークシートに表現

を書き加えることがで

きる。 

（書き込み点検） 

６ 

【外国の人に日本のよさが伝わるように紹介を

しよう。】 

 

○ 相手意識をもちながら，外国の人に日本の

ことを紹介する。 

発 発 発 

・ 聞き手に分かりやす

く伝える工夫に気付く

ことができる。 

（行動観察） 

(振り返りカード） 

７ 

【お礼のカードを書こう。】 

 

○ お礼のカードを書きながら，発表を振り返

る。 

 

 

 

 

    

本時では，記録に残す評価は行わな

いが，目標に向けて指導を行う。児

童の学習状況を記録に残さない活

動や時間においても，教師が児童の

学習状況を確認する。 



７ 本時（５／７） 

⑴ 目 標  日本のことを紹介する言い方に慣れ，聞き手に分かりやすく伝える工夫をすること 

    ができる。 

⑵ 実 際 

 過程
   主な学習活動

 時間 

(分) 

  指導上の留意点 (※評価)
 

ふ
れ
る 

 
 

 
 

慣
れ
る 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

広
げ
る 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

振
り
返
る 

１ Greetings 

 ・ 英語であいさつをする。 

 

２ Song 

 ・ フォニックスソングを歌う。 

 

３ Warm-up 

 (1) 既習の英語表現を活用したクイズをす

る。 

 (2) 基本の発表を聞き，よりよい発表にする

ためにどんなことを付け加えれば良いか

を考える。 

 

 

 

 

 

４ Today’s Goal 

日本のよさがもっと伝わるようにするた

めには、どんな工夫をすればよいだろうか。 

 

５ Activity１ 

(1) 全体でポイントを確認する。 

 〇 目線 〇 声の大きさ  

〇 ジェスチャー  

〇 文を付け加える。 

（・I like〜 ・You can～．など） 

(2) 個人で付け加えたい表現をワークシー

トに書き加えたり，発表を練習したりする。 

(3) よりよい発表にするためにどんな工夫

をするとよいかペアで助言し合う。 

 

６ Activity２ 

   自分のグループ内でお互いの発表を確認

し合う。 

 

７ Looking back 

 (1) 本時の学習を振り返る。 

 (2) 次時の学習内容を確認する。 

３ 

 

 

２ 

 

 

 

５ 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

７ 

 

 

５ 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

○ 日付や曜日など既習事項を繰り返し取り

扱うことで，英語に慣れさせる。 

 

〇 楽しい雰囲気をつくるようにする。 

 

 

 

〇 クイズをしながら，既習表現を練習させ

る。 

〇 単元のゴールとしてふさわしい ALT の発

表を見せることで，本時の学習課題への意欲

をもたせる。どのようなことを付け加えると

よりよい発表になるかを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 前時までのワークシートを活用しながら

発表することで，安心感をもたせる。 

 

〇 子どもから考えが出てこない場合は，教師

が準備していた ALT の紹介動画を見せるこ

とで，基本の発表との違いに気付かせる。 

 

 

〇 一度自分の発表を確認することで，不十分

な点に気付かせる。その上で，「もっとよく

するためにどうしたらよいか。」を全体で共

有させる。 

※ 聞き手に分かりやすく伝える工夫に気付

くことができたか。（行動観察・振り返りカ

ード） 

※ ワークシートに表現を書き加えることが

できたか。（書き込み点検） 

 

 

 

 

〇 振り返りの視点を与えることで，本時で何

を学んだかを自覚化させる。 

・Welcome to ～. 

・We have ～ in 場所. 

・It’s ～. 

・Welcome to Japan. 

・We have hot springs in Japan. 

・I like hot springs. 

・You can eat onsen-manju. 

・It’s sweet. 



 

【授業の主旨説明】 

本授業は，「学力調査における設問の要素を取り入れた授業改善」として，授業改

善を図ることを目的とした授業である。 

 具体的には，令和３年度の鹿児島学習定着度調査中学校外国語科の結果から「言語

材料をコミュニケーション場面で使いこなす力を身に付けさせていない。」という課

題が挙げられた。 

授業改善のポイントとしては，「既習事項を自在に使いこなせるようになるには，

それらをコミュニケーション場面で使う経験を繰り返す必要がある。身に付けるべき

表現を使う必然性のある場面を設定した上で，誤りがあったら修正を加えながら徐々

に表現の正確さを高めていく。」ことが挙げられている。「何のために」「誰に対し

て」などの目的を明確にしながら，コミュニケーション場面で英語を使う経験を繰り

返す必要がある。これらのポイントを意識して，第６学年の Lesson 4 Welcome to 

Japan.を構想した。 

ここでは，海外の方へ日本のことを紹介するという身に付けるべき表現を使う必然

性のある場面を設定した。外国の方と交流する機会を通して，実際に英語を使ってコ

ミュニケーションを取りながら，相手に対して配慮を伴い，主体的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度を身に付けさせていたい。 


